
（答申書様式） 

令和２年度から使用する小学校用教科用図書の答申書 

教科名  社  会  

番 号 

 

 

観 点 

発 行 者 略 称 教  科  書  番  号 

東書（東京書籍） 
＜新しい社会＞ 

301、401、501・502、601・602 

取
扱

内
容

 

○ 教育基本法に示された教育の目標を，小学校社会科の学習を通して達成できるように構成され

ている。特に，学習指導要領の内容をもれなく扱っており，単元は適切に構成・排列されている。 

○ 地域社会に関する内容については，身近な地域や産業を学習するとともに，自然災害や郷土の

伝統・文化と先人たちの思いに触れられるようになっている。また，児童の国際理解が進むよう

国際姉妹都市・国際友好都市など，国際交流に積極的に取り組んでいる自治体を取り上げるなど

の特色がある。 

○ 国土と産業に関する内容については，都道府県の様子や特色ある地域のくらしについて学ぶと

ともに，飲料水や廃棄物に関する事業や自然災害を防ぐ取組について学ぶようになっている。ま

た，実在する事例をもとに，行政や市民による良好な環境を取り戻す過程や取組を学ぶことで，

環境を守る大切さに気づけるようにするなどの特色がある。 

○ 歴史，政治，世界と日本の役割に関する内容については，生活と政治とのかかわりや日本の歴

史について学ぶとともに，世界の中の日本として，国際理解・グローバル教育に関する内容も学

ぶ特色がある。また，持続可能な開発目標（SDGs）について取り上げ，具体的な目標を調べて自

分たちでできることを考える活動が示されているなどの特色がある。 

○ カリキュラムマネジメントへの取組として，「教科関連マーク」を新設し，関連する他教科の学

習内容を示している。また，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け，学習問題を児童が導き

出せるように資料を工夫し学習したことを振り返り，自分の考えを書く活動を位置づけるなどの

特色がある。 
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○ 内容の構成・排列については，前年度の既習事項を取り上げ(全学年)たり，小中の系統性を意

識して，中学校社会科の学習内容(第６学年)が示されたりしている。また，巻末には，当該学年

で学習したことを振り返る(全学年)ことができるなどの特色がある。 

○ 自然災害・防災については，地震発生時の市の取組，市と住民の取組，住民どうしの取組を取

り上げ，自助・共助・公助について考え(第４学年)たり，自然災害における国や自治体の対策や

事業などを理解(第５学年)したりできるようになっている。また，東日本大震災からの復旧・復

興について理解(第６学年)できるようになっている。 

○ 第３・４学年は総ページ３２８ページ（前回より５％増），第５学年は総ページ２７２ページ（前

回より５％増），第６学年は総ページ２７６ページ（前回より３％増）となっている。 

 

 

使
用

上
の

配
慮

等
 

○ 北海道・十勝については，「寒い土地のくらし」の単元で，北海道の家やくらしの工夫，雪対策

と雪を生かした観光について取り上げられている。また，十勝地方の自然を生かした農業につい

て学ぶ (第５学年) など使用上の特色がある。 

○ まとめや活動の工夫として，児童が主体的に取り組めるように，単元の「めあて」，小単元の「学

習問題」，本時の「まとめ」を教科書紙面に構造的に示し，問題解決的な学習の充実を図っている。

また，教科書に記載した URLや２次元コードからアクセスすると，社会科学習への興味・関心を

高めるコンテンツを家庭学習でも活用できるようにするなどの特色がある。 

○ 教科書の活用や造本上の特色として，地図帳を使う学習を進めるにあたり，地図帳の使い方や

地図帳で確認する作業指示を入れている。また，持ち運びや学びやすさを考え，第５学年・第６

学年の教科書はそれぞれ２冊になっているなど造本上の特色がある。 

 

そ
の

他
 

○ 北方領土は国土の構成や様子を学習する単元(第５学年)の中で本文・地図・写真を使って丁寧

に扱われている。 

○ 国旗については，名称や意義について解説(第５学年)されている。また，アイヌの人々につい

て，制定された法律やアイヌの文化(第５学年)等について，記載されている。 

○ 教科書のつくりとして，図表などは色調の違いだけでなく，模様や形などでも判別できるよう

に配慮されている。また，UD への配慮として，教科書の一部にはユニバーサルデザインフォント

（UDフォント）を使用し，可読性を高めている。 

 



（答申書様式） 

令和２年度から使用する小学校用教科用図書の答申書 

教科名   社  会   

番 号 

 

 

観 点 

発 行 者 略 称 教  科  書  番  号 

教出（教育出版） 
＜小学社会＞ 

303、403、503、603 

取
扱
内
容
 

○ 学習の問題をつくり，見通しを立てる場面を丁寧に例示し，問題解決的な学習の進め方に対する

理解を深めて自ら取り組むことができるようになることに重点をおいた編集内容になっている。 

○ 地域社会に関する内容については，地域に古くから伝わる生活の道具を調べたり体験したりする

活動や，伝統的な文化の保存や継承に向けた人々の取組を調べるなどの活動を通して，地域社会に

対する誇りと愛情をもたせることで，目標を達成できるなどの特徴がある。 

○ 我が国の国土と産業に関する内容については，我が国固有の領土の位置や現状について詳しく取

り上げたり，国内の中小工場や工業生産の事例を幅広く取り上げたりするなどして，国土に対する

愛情や人々が働く中で発揮される創造性についての関心を深めさせるなどの特徴がみられる。 

○ 我が国の歴史と政治，世界と日本の役割に関する内容については，文化財や文化遺産，先人の活

躍を理解し，暮らしの改善や伝統的な文化の継承，持続可能な社会について児童なりに選択・判断

し考える活動を通して，我が国の歴史や伝統を大切にし，国際社会の中で他国の人々と協力しなが

ら問題を解決することを考えることで，目標を達成できるような特徴がみられる。 

○ 子どもの問いや発言のかたちで例示したコーナーを設けるなど，社会的な見方・考え方を使った

学習を意識して進められるように工夫されている。また，社会科と他教科との連携を図りながら学

習を進めていくことをイメージするコーナーを設け，カリキュラムマネジメントに基づいた学習へ

の活用を図ることができるように工夫されているなどの特徴がある。    
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○ 内容の分量については，第３・４学年では総ページ数３８６ページ（第３学年１７２ページ，第

４学年２１４ページ）で前回より３１パーセント増に，第５学年では総ページ数が２５２ページで

前回より９パーセント増に，第６学年では総ページ数が２７６ページで前回より２１パーセント増

となっている。 

○ 第５学年において，東日本大震災などこれまでの災害を例に災害とどのように向き合っていけば

良いか，主体的に考えることができるように工夫されている。また，第４学年では，地震災害・津

波災害，風水害，火山災害，雪害，第６学年では，自然災害から命や暮らしを守る学習を選択でき

るようにするなどの特徴がある。 
使
用
上
の
配
慮
等
 

○ 第５学年において，東日本大震災などこれまでの災害を例に災害とどのように向き合っていけば

良いか，主体的に考えることができるように工夫されている。また，第４学年では，地震災害・津

波災害，風水害，火山災害，雪害，第６学年では，自然災害から命や暮らしを守る学習を選択でき

るなどの特徴がある。 

○ 学習をまとめる場面において，身近な地域の様子について，市内の特色ある地域をポスターにま

とめて紹介する活動を設定したり（第３学年），これからの我が国の産業について，生産者だけでな

く，消費者の立場でも考えさせる活動を設定したり（第５学年）するなど，児童が主体的に学習に

取り組むことができるなどの特徴がある。 

○ ワイドで精緻な数々のイラストを掲載したり，資料を読み取る児童の発言例や複数の資料の比

較・関連付けを明示したりするなど，社会的な見方・考え方を使った学習を効果的に促すような工

夫が図られている。 

そ
の
他
 

○ 国際交流に取り組んでいる地域の学習において国旗を取り上げたり（第４学年），日章旗及び周辺

国の国旗を取り上げたり（第５学年），複数の資料を用いながら国旗を取り上げたり（第６学年）す

るなど，国旗を大切にする態度や他国を尊重する態度を養う工夫がなされている。また，アイヌの

人たちの伝統や文化を尊重することの大切さに気付かせるために，アイヌ語がもとになった地名に

ついて取り上げる（第５学年）などの特徴がある。 



（答申書様式） 

令和２年度から使用する小学校用教科用図書の答申書 

教科名  社  会   

番 号 

 

 

観 点 

発 行 者 略 称 教  科  書  番  号 

日文（日本文教出版） 
＜小学社会＞ 

304、404、504、604 

取
扱

内
容

 

○ 基礎的な知識や技能を確実に習得させるとともに，問題解決的な学習過程を通じて，社会

についての共感的理解や考えを深め，公民的資質の基礎を養うことに重点を置いた内容であ

り，探究学習を重視した編集内容となっている。 

○ 地域社会に関する内容については，地域への誇りと愛着をもつことができるようにするため

に，地域に伝わる祭りを受け継いだ人や地域の開発に尽くした人について博物館を利用して調べ

るなどの工夫がある。  

○ 我が国の国土と産業に関する内容については，北方領土などの日本の国土の様子を地図帳

や地球儀で調べたり,地域の医療や防災で利用されている情報ネットワークについて調べた

りする活動を通して,国土に対する理解と社会の情報化についての関心を深めることができ

るようにするなど工夫している。 

○ 我が国の歴史や政治，国際理解に関する内容については，生活と政治とのかかわりや歴史

的事象について学ぶとともに，我が国の伝統・文化を尊重し，自分にできる国際協力を考え

ることができるようになっている。また，社会の持続可能な発展についても取り上げられ， 

生活環境や地球規模での自然環境における問題についても考えられるよう工夫している。 

○ 知識・技能の習得，活用，探究への対応については,スーパーの見学を基に,調べたことや考え

たことを表にまとめたり,歴史上の人物をカードにまとめたりして知識・技能を活用する学習活動

が設定されている。また,様々な交流場面を設定し，追究していくなかで,個が集団と関わりなが

ら問題を解決し，深い学びができるように工夫されている。 
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○ 内容の構成は，文章表現がやさしく,用語の解説に「キーワード」を配置し,児童の理解を

助ける工夫がされている。目次には,大単元の学習内容に加え,選択事例が明示されており，

登場する子どもを通して，友達の意見を参考に学習活動が展開できるよう工夫されている。 

○ 内容の分量については，第３,４学年が総ページ数３５４ページで前回より１０％増，第

５学年が総ページ数２８０ページで前回より２０％増，第６学年が総ページ数２７０ページ

で前回とほぼ同様となっている。 

○ 自然災害や防災についての取り扱いは,学年に応じて,地形や気候との関わり,災害復興に

向けた取組や国,県,市の役割などが記載されている。第４学年では，風水害，地震・津波・

火山・雪害災害，第５学年では，自然災害から身を守る工夫，第６学年では，自然災害から

の復旧・復興，まちづくりについての学習を選択できるよう工夫されている。 

 

使
用

上
の

配
慮

等
 

○ 第５学年「寒い土地のくらし」では,旭川市の位置や気候の特徴と農業・観光業との関わ

りが取り上げられ，身近な地域について学習できるよう工夫されている。 

○ 巻頭にオリエンテーションページを設け,社会科の意義と学び方などがわかりやすく示さ

れている。また,第３学年においては，生活科との関連も意識されている。 

○ 子どもたちが社会的事象の見方・考え方を働かせる手立てとなる「見方・考え方コーナー」

が新設されている。 

○ 学び方のガイダンスとして，巻頭に「教科書の中のいろいろなコーナー」として教科書活 

用方法を掲載したり，年表や大型で見やすい写真を折り込みページに掲載したりするなどの

工夫が見られる 

そ
の

他
 

○ 北方領土,アイヌ民族については,歴史的経緯などに触れ,地図や写真，関連する法律が記

載されるなど適切に取り扱えるよう工夫されている。（第６学年） 

○ 国際交流に取り組む地域の学習において国旗を取り上げたり（第４学年），国旗・国歌の

由来や意義について取り上げたり（第６学年）するなど，各学年とも国旗を尊重し他国を尊

重する態度の育成が図られるように工夫されている。 

○ すべての子どもたちに見やすいように,グラフ・地図の色調や色の組み合わせ,斜線,ドッ

トなどを使用するなどカラーユニバーサルデザインなどを工夫している。 

 


